
①原子の構造と電気力
②クーロンの法則
③電場１ （小）

④電場２ （小）

⑤電位１ （小）

⑥電位２
⑦電流１ （小）

⑧電流２ （＋確認試験１）

授業予定（変更されたシラバス ｖｅｒ.２）

⑨電流が作る磁場１ （小）

⑩電流が作る磁場２
⑪ローレンツ力１ （小）

⑫ローレンツ力２ （小）

⑬電磁誘導 （小）

⑭発展 （＋確認試験２）
⑮まとめ
⑯期末試験



基礎物理Ａ≪学習到達目標≫

１）電気力と電場の関係を説明できる。

２）電位と静電エネルギーを説明できる。

３）ミクロな視点で電流を説明できる。

４）ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。

５）直線電流がつくる磁束密度を図を使って説明できる。



今日の授業の目的

◍運動している荷電粒子が磁場から受けるローレンツ力を求め
る．

◍ 平行電流は互いに力を及ぼし合う．

第12回目 ローレンツ力２



§8 ローレンツ力

（つづき）



◇電流が磁場から受ける力 （テキスト p.95～96 ）

S

N

力の大きさ ：

☆力の方向：電流の向きと
磁場の向きの両方に垂直．

☆力の向き：
フレミングの左手の法則

電流
＝電荷（自由電子）の流れ

磁束密度

⇒運動している電荷（荷電粒子） も力を受ける？



４．電子の比電荷

電磁石

ほぼ真空の
ガラス管
（管球）

基礎工学実験 ２年前期または後期



電子の比電荷 e/m
基礎物理§8（問題B8⑰）

ローレンツ力を受けて、電子が等速円運動をする。
：向心加速度
：ローレンツ力

eは何？ 電子１個の電荷
mは何？ 電子１個の質量

（旧式テレビのブラウン管の原理と同じ）

磁場（磁界） の中を運動する
荷電粒子（電気をもった粒子）は，
力を受けて進行方向が 曲がる

光る



◇ローレンツ力 （テキスト p.97～98）

運動している電荷が磁
場から力を受ける。
ローレンツ力

S

N

力の大きさ ：

☆力の方向：速度 と磁束密度

（磁場）の向きの両方に垂直．

☆力の向き：
フレミングの左手の法則



◇ローレンツ力 （テキスト p.97～98 ）

S

N

☆力の向き：
フレミングの左手の法則

（正電荷）の場合
左手の
中指を電荷の速度

人差し指を磁束密度

親指の向きが力 の向き

（負電荷）の場合
親指の向きと逆が

力 の向き

電荷の速度

力 磁束密度

力



◇ローレンツ力 （テキスト p.97～98 ）

S

N

S

N

S

N

が磁場中で
静止

q が磁力線
に沿って



◇電流が磁場から受ける力 （テキスト p.97～98）

フレミングの左手の法則を用いて，次の各状況で
ローレンツ力の向きを求めよ。

(a) (b) (c) (d)

（中）

（人差）

（親の逆）？
（中）

（人差）

（親）？

（中）（人差）

（親の逆）？

（中）

（人差）

（親）？



◇ローレンツ力 （テキスト p.98～99 ）

導体中の自由電子が受ける
ローレンツ力
⇒電流が磁場から受ける力

S

N

導線の断面積 ，長さ
金属の自由電子の数密度

長さ にある自由電子の数

1個の自由電子が受けるﾛｰﾚﾝﾂ力

個の自由電子のﾛｰﾚﾝﾂ力の和

電流と自由電子
∴



◇平行電流の間に働く力 （テキスト p.99～101）

平行に置かれた２本の直線電流の間に働く力（大きさと
向き）は，ここまで学んだことを用いて理解できる。

磁力線



◇ホール効果 （テキスト p.101～103）

磁束密度の大きさ の一様な磁場中に，直方体の導体
（または半導体）を置き，電流を流す。

面Ｑ

面Ｐ

面Ｑ

面Ｐ



◇ホール効果 （テキスト p.101～103）

１．

⇒

２．
電子の軌道が面Ｑ側に曲がる。
面Ｑ側に電子が集まる。

面Ｑ側が負に。面Ｐ側が正に。 ＰからＱに向かって 。
と がつり合うまで電荷移動が起こる。
⇒

ホール電圧（Ｐ-Ｑ間）

ホール効果の利用：①磁束密度 の測定
②自由電子の数密度 の測定
③電流の担い手の正負（Ｐ型，Ｎ型）

面Ｑ

面Ｐ



◇ホール効果 （テキスト p.101～103）

ホール電圧　  

①磁束密度 の測定
②自由電子の数密度 の測定
③電流の担い手の正負（Ｐ型，Ｎ型）

Ｐ型半導体・・・正孔（電子の穴）が電流を担う。
（ホール電圧の符号（高低）が逆になる。）

正孔・・・電子が正電荷を持っているようにふるまう。

， T， A， mm，
のときのホール電圧 は？ Cとする。

A T
C m

V nV

面Ｑ

面Ｐ



・レポート問題（解答用紙付き）

を必ず持って帰ること


